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ニャンヌボン・イティダ君提出の学位請求論文は、Distance between the State and the People: a 






















































































  本研究は、以下、６章から構成されている。 













    第4章では、長く過酷であったはずの地域の生活を地域住民の自律的なガヴァナンスに注目しながら
論じる。特に注目するのは、村単位での財源確保から首長選考にいたる自律性である。国家の中央集権化と
地方行政の差異、地方行政の歴史的背景、調査対象となったパークングム郡を事例とした地方行政の実情
についての分析、村での教育の発展の動向などを、分析している。 
第5章では、3章・4章で言及される政策課題の一つである教育問題の詳細を改めて取り上げている。
1980年代以前のラオスにおける、現在の教育の起源とその進展を前提とし、政府の政策を概括しつつ、本
研究の調査によって明らかになった結果を分析する。ラオスの教育の発展と課題、ラオスの教育の淵源、
1975年以降の社会主義政権下においての教育のあり方、持続的な小学生のドロップアウト問題、村レベル
での教育改革、教育政策の失敗などを明らかにする。 
第6章では総括を目的として、事例研究の背景にある課題を大きく二つの二重構造から整理している。
第 1 が都市部・農村部の収入格差が示す二重構造である。すなわちビエンチャンなど政治の中心部では平
均所得が東南アジアでも高所得であるタイとほぼ変わらないにもかかわらず、農村部では同地域でも低所
得社会に近い。第 2 の二重構造は、国内の統合を進めるという重要な課題を掲げながら、国連など国際組
織が示す政策アジェンダに耳を傾ける傾向が強い政治指導層に見られる二重構造である。この二つの二重
構造がビエンチャン主導の政策が地方には徹底しにくい要因となっているのである。外部資本の流入が顕
著になりつつあるラオスで政府主導の政策が地域に有効に浸透して行くためには、この二つの二重構造の
克服が急務となると考える。 
 
本研究は、ラオスの中央政府による政策が地方住民の生活に浸透しにくい事例として、小学校教育政
策を取り上げた。特に、地域の実践的な自律性への注目を中心においた知見の有効性は、ラオスに限らな
い。多民族性・多宗教性が阻害要因として考えられがちな新興国家の国民国家建設過程の評価にも十分通
用するものであろう。また、住民の日常的ナラティヴに隠された意味を住民の生活文脈の中で理解してゆ
くという臨床的な手法は「国家と国民」というようなマクロな課題で採用されることが少なかった。これは
広く開発社会学、比較政治学などでも活用されてよい。この研究はそのための重要な一つの指針となって
いると考える。 
 
以上により、本論文の著者は、先端的研究を行うために必要な高度な研究能力、ならびに、その基礎
となる豊かな学識を有することを示した。よって、本学位審査委員会はニャンヌボン・イティダ君が博士
（政策・メディア）の学位を授与される資格があるものと認める。 
